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▲ケラを取り出す児童たち

町内の園児たちが

影絵を鑑賞

▲熱心に観賞する園児たち

小学生が
　たたら操業を体験

メ
ー

ト
ル



　
子
ど
も
た
ち
に
、
本
物
の
舞
台

演
劇
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
、
町

の
子
育
て
支
援
室
が
主
催
し
た
影

絵
鑑
賞
会
が
、
十
一
月
十
日
、
カ

ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
公
演
を
行
っ
た
の
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
学
校
放
送
な
ど
で
も
お
馴

染
み
の
劇
団
﹁
み
ん
わ
座
﹂
で
、

江
戸
時
代
︵
約
二
百
年
前
︶
の
﹁
写

し
絵
﹂
と
呼
ば
れ
る
影
絵
芝
居
を

二
十
年
か
け
て
復
元
し
た
劇
団
で

す
。

　
こ
の
日
は
、
三
本
の
演
劇
が
行

わ
れ
﹁
だ
る
ま
夜
話
﹂
で
は
、
掛

け
軸
か
ら
飛
び
出
し
た
だ
る
ま
が
、

太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
リ
ズ

ミ
カ
ル
に
動
く
姿
に
、
園
児
た
ち

は
大
笑
い
。

　
ま
た
﹁
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
﹂
で

は
、
ホ
タ
ル
の
輝
き
と
周
囲
の
影

絵
に
よ
る
背
景
が
と
て
も
美
し
く
、

片
方
の
羽
が
縮
れ
て
飛
ぶ
こ
と
が

で
き
な
い
ホ
タ
ル
を
、
仲
間
が
支

え
合
い
生
き
て
い
く
シ
ー
ン
な
ど

に
、
園
児
た
ち
は
真
剣
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
三
本
目
は
﹁
白
い
り
ゅ
う
黒
い

り
ゅ
う
﹂
で
、
村
人
や
少
年
が
力

を
合
わ
せ
て
黒
い
り
ゅ
う
を
退
治

す
る
場
面
で
は
、
間
口
十
四
　
の

迫
力
あ
る
画
面
や
音
に
負
け
な
い

ほ
ど
の
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
集
ま
っ
た
約
二
百
人
の

園
児
た
ち
は
、
影
絵
な
ら
で
は
の

美
し
い
場
面
に
浸
り
な
が
ら
、
思

い
出
深
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
古
来
か
ら
伝
わ
る
日
本
独
自
の

製
鉄
法
﹁
和
鋼
製
鉄
﹂
を
体
験
す

る
学
習
会
が
、
鳥
上
小
学
校
に
隣

接
す
る
﹁
古
代
た
た
ら
体
験
工
房
﹂

で
開
催
さ
れ
、
町
内
の
全
小
学
校

六
年
生
、
約
百
六
十
人
が
、
鉄
穴

流
し
か
ら
ケ
ラ
︵
鉄
の
塊
︶
出
し

ま
で
の
全
工
程
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
体
験
は
、
十
一
月
二
十
四
日
に

国
選
定
保
存
技
術
保
持
者
の
木
原

明
さ
ん
か
ら
、
﹁
た
た
ら
製
鉄
﹂

の
歴
史
や
鉄
が
で
き
る
ま
で
の
流

れ
に
つ
い
て
教
わ
り
、
二
十
六
日

に
炉
作
り
や
鉄
づ
く
り
の
原
料
と

な
る
砂
鉄
を
取
り
出
す
鉄
穴
流
し

を
体
験
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
二
十
七
日
に
は
、
早
朝

か
ら
操
業
が
始
ま
り
、
児
童
た
ち

は
、
砂
鉄
八
十
七
　
、
炭
百
二
十

六
　
を
交
代
で
五
分
ご
と
に
投
入

し
な
が
ら
、
吹
子
を
使
っ
て
炉
内

に
風
を
送
り
込
み
、
炭
を
燃
や
し

て
温
度
を
調
節
し
て
い
ま
し
た
。

　
操
業
か
ら
十
時
間
以
上
経
っ
た

夕
刻
に
は
、
三
十
　
を
超
え
る
ケ

ラ
が
取
り
出
さ
れ
、
児
童
た
ち
は
、

一
つ
の
仕
事
を
や
り
遂
げ
た
充
実

感
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
村
下
の
木
原
さ
ん
は
﹁
こ
の
体

験
を
通
し
て
、
郷
土
に
伝
わ
る
鉄

の
伝
統
文
化
を
知
り
、
モ
ノ
づ
く

り
の
楽
し
さ
、
難
し
さ
を
感
じ
、

郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
ん
で
ほ
し

い
﹂
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
協
力
し
合
う
こ

と
の
大
切
さ
を
知
る
、
貴
重
な
体

験
と
な
り
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
親
子
連
れ
で
賑
わ
う

　
十
二
月
六
日
、
横
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
﹁
ケ
ロ
ポ
ン
ズ

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｉ
Ｎ
お

く
い
ず
も
﹂
が
開
催
さ
れ
、
町
内

外
か
ら
約
四
百
人
の
親
子
連
れ
が

訪
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
町
内

の
有
志
で
つ
く
る
読
書
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
﹁
ポ
ケ
ッ
ト
﹂
に
よ

る
企
画
で
、
実
行
委
員
会
を
組
織

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
﹁
ケ
ロ
ポ
ン
ズ
﹂
は
、
全
国
各

地
で
歌
あ
り
、
笑
い
あ
り
の
ス
テ

ー
ジ
を
繰
り
広
げ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育

テ
レ
ビ
で
使
わ
れ
て
い
る
曲
の
作

詞
、
作
曲
、
歌
な
ど
を
担
当
す
る

人
気
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
歌
の
ほ
か

に
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
親
子
で

の
手
遊
び
、
体
操
な
ど
も
行
な
わ

れ
、
来
場
し
た
親
子
連
れ
は
、
思

い
出
に
残
る
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　1年間（毎年8月から翌年7月末）に支払った世帯の医療費と介護サービス費の自己負担額を合計し、

基準を超えた場合に、その超えた金額を払い戻します。

○　支給の対象となる被保険者の方には、12月中にお知らせします。　

　　お知らせが届いた方は、下記の窓口に申請してください。

　　　申請先・お問合せ先　　健康福祉課国保係　有線　31−5121　電話　54−2781

○世帯内の国民健康保険の被保険者の方全員が、1年間（毎年8月～7月末）にお支払いされた医療保

険と介護保険の自己負担額を合計し、下記の基準額を超えた場合に、その超えた金額を支給します。

　今年度においては、〔平成20年4月～平成21年7月末の16ヶ月間の自己負担額が、次のカッコ内

の基準額○を超える場合には、その超えた額〕と〔平成20年8月から平成21年7月までの基準額○

を超えた額〕を比べ、大きい方の額を支給します。

支給要件・支給額

年間の基準額（合算制度の自己負担限度額）

支給申請の方法

　（70～74歳の方）
①　高齢受給者証の負担割合が「3割」となっている方　･･･67万円（89万円）
②　世帯員全員が市町村民税非課税の方 ･･･31万円（41万円）
③　②のうち、世帯員全員の所得が一定以下※の方 ･･･19万円（25万円）
　　　　　　　　　※年金収入80万円以下等
④　①・②・③以外の方 ･･･56万円（75万円）

　（70歳未満の方）
①　世帯員全員の合計所得が一定以上※の方 ･･･126万円（168万円）
　　　　　※合計所得600万円以上
②　世帯員全員が市町村民税非課税の方 ･･･34万円（45万円）
③　①・②以外の方 ･･･67万円（89万円）

○応募方法

　　「はがき」、「ＦＡＸ」、「E−mail」の

　いずれかにより応募できます。

　　応募用紙は、地域振興課(仁多庁舎）、町

　民課（横田庁舎）にあります。

○応募先・お問合せ

　　国土交通省　斐伊川・神戸川総合開発工事

　　事務所

　　調査・品質確保課

　　　（電　話）0853-21-1650

　　　（ファクス）0853-21-7304

○応募締切

　　平成２２年１月３１日

○応募方法

　　「はがき」、「ＦＡＸ」、「E−mail」の

　いずれかにより応募できます。

　　応募用紙は、地域振興課(仁多庁舎）、町

　民課（横田庁舎）にあります。

○応募先・お問合せ

　　国土交通省　斐伊川・神戸川総合開発工事

　　事務所

　　調査・品質確保課

　　　（電　話）0853-21-1650

　　　（ファクス）0853-21-7304

○応募締切

　　平成２２年１月３１日

詳しい募集事項はホームページでご覧になれます。

　http://www.cgr.mlit.go.jp/hiikawa/index.htm
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